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思

1ハ

寄

せ

て

月
の
大
地
震
で
死
傷
者
が
多
数
出
た
ペ
ル
よ
影
者
の
価
帳
が
に
ご
四
訃
門
且
牡
且
門
言
壮
づ
言
‰

市
立
図
書
館
で
展
示
会
を
開
く
。
同
国
に
医
師
ら
計
六
人
を
派
遣
し
て
い
る
国
際
医
療
　
　
　
　
、
、
　
　
￥
。
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ツ
ド
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伊
那
市
で
国
際
交
流
活
動
を
し
て
い
る
若
林
敏
明
さ
ん
（
5
2
）
＝
同
市
富
県
＝
が
、
ハ
　
偏
館
に
よ
順
一

医療支援や山岳紹介
　
　
　
の
支
援
活
動
を
知
リ
、
「
上

　
　
　
伊
那
で
も
何
か
で
き
る
こ

　
　
　
と
を
し
た
い
」
と
若
林
さ
ん
。

　
　
　
発
生
直
後
は
マ
ス
メ
デ
ィ

　
　
　
ア
で
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
た
・
（

　
　
　
が
「
続
報
が
乏
し
く
　
　
一

　
　
　
の
後
は
安
倍
首
相
辞

七
ご

今
も
自
民
党
総
裁
選
な
ど
の
話
題

い
う
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

同
国
の
惨
状
や
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ペルー展「救える命があればどこへで

も」のポスターを手にする若林さん

伊那の若林さん展示会 ４
日
か
ら

支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
）
の
活
動
や
、
同
国
の
山
岳
写
真
な
ど
を

紹
介
。
若
林
さ
ん
は
「
ペ
ル
ー
も
伊
那
谷
と
同
じ
よ
う
に
美
し
い
山
岳
が
あ
る
国
。
少

し
で
も
多
く
の
人
に
思
い
を
寄
せ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
ペ
ル
ー
市
民
防
衛
庁
の
発
の
ペ
ル
ー
沖
地
震
で
、
同
傷
し
、
約
八
万
五
千
棟
の
家

裁
元
月
子
ｒ
五
日
現
在
）
　
国
で
は
五
百
十
九
人
が
死
屋
と
百
五
十
八
校
の
学
校

に
よ
る
と
、
八
月
十
五
日
亡
、
千
八
百
四
十
四
人
が
負
校
舎
が
全
壊
し
た
。
ペ
ル
ー

れ
た
印
象
が
あ
っ
た
」
と
話

す
。

　
現
地
で
支
援
し
て
い
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
、
医
療
支
援
活

動
の
写
真
約
二
十
点
を
借
り

た
。
ま
た
、
写
真
家
中
山
秀

幸
さ
ん
（
4
6
子
同
市
美
篤
＝

が
、
六
年
前
か
ら
同
国
を
計

三
回
訪
れ
、
延
べ
半
年
間
滞

在
し
た
間
に
搬
っ
た
遺
跡
や

山
岳
の
写
真
約
二
十
点
も
紹

介
す
る
。

　
六
日
午
後
三
時
か
ら
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
員
の
土
木

技
術
者
と
し
て
一
九
八
九
年

か
ら
二
年
間
、
同
国
に
滞
在

し
た
楽
器
制
作
演
喪
家
北
原

有
さ
ん
（
莉
＝
同
市
長
谷
＝

が
、
同
国
の
縦
笛
「
ケ
ー
ナ
」

を
演
奏
す
る
。

　
七
日
ま
で
。
入
場
無
料
。
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